
　１　散布薬液の作り方
1)乳剤のような液体のものは、所定量の
水に、計量した薬剤を直接加え、よくか
き混ぜて溶かす。

2)水和剤は、計量した薬剤に少量の水を
加え溶かした後、所定量になるまで水を
加えてよくかき混ぜる。 kiきちんと計量

しましょう
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    展着剤
    液剤・水溶剤　
　　乳剤・フロアブル剤
　　顆粒水和剤
　　水和剤
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　２　農薬の混用:注意点

溶けやすいもの（界面活性剤が入っているもの）か
ら順番に入れる。 
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　4) 農薬を混合する順番：同時に投入しない
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一般展
着剤

付着性+湿展性を高める
•散布液の表面張力を下げることで湿展性を改善し、濡れにくい作　　
 物や虫体への付着性を良くして防除効果を高める。 
※濡れやすい作物に使用する場合、多用するとかえって付着量が減少し、防除効
果が低下するので注意。

クミテン、まくぴか、アグラー、ハイテンパワー等

機能性
展着剤

湿展性+浸透性を高める
・作物・病害虫などの表面を「濡らす力」（湿展性）と「表面から内部への浸み込
ます力」（浸透性）の両方を合わせもったもの。
※薬害が発生しやすい条件では使用を避ける。

アプローチＢＩ、ニーズ、スカッシュ、ミックスパワー等

固着性 固着性を高める 

　 ３　展着剤について：機能性からの分類
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対策 詳細
ローテーション
防除

輪番防除とも言います。異なる作用機構の薬剤を順番に散布することで、同じ系統の薬剤に対
する抵抗性の発達を抑制できます。
作用機構のグループ分けはIRAC*やFRAC*によって行われています。生産現場にすぐに適用で
きる抵抗性/耐性対策の基本といえます。

混合剤の利用 主に殺菌剤で行われています。二つの異なる作用機構の殺菌剤を組み合わせた混合剤を使用
します。殺菌剤耐性発現には突然変異の可能性もあるため、速やかに菌密度を下げる必要が
あることから推奨されています。

IPM 総合的病害虫・雑草管理（Integrated Pest Management）のことです。物理的・生物
的防除も組み合わせ、化学農薬の投入量を制限することで、最終的に抵抗性/耐性の発達を
回避する手法です。

* 農薬メーカー団体のCrop Life International（世界農薬工業連盟）の内部組織で，殺虫剤、殺菌剤抵抗性発達の回避・遅延策を推
進する専門技術委員会　一部改訂

　４薬剤抵抗性：回避の対策
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現代農業2018.6,　202-207　より引用

作用機構を分類するコード
➡  ややこしい作用機構を覚えなくてもよい

IRAC（殺虫剤抵抗性対策委員会）
FRAC（殺菌剤 〃）
HRAC（除草剤 〃）

➡ 数値、アルファベットで分類
➡ わかり易い。
➡ 全世界で共通。

　５　ＲＡＣコード（らっくこーど）
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　　　　　　　　　　　　　農林水産省登録
　　　　　　　　　　　　第○○○○○号

殺虫剤

○○○○乳剤
△△△△乳剤

【成分】△△△△          　･･･ 10.0％
        有機溶剤､乳化剤等   ･･･ 90.0％

【性状】淡褐色乳化油状液体            

□□□□株式会社

最終有効年月(西暦下２けた+月) 18.10

第４類第２石油類
　　　記載位置

メーカーにより多少
違いがある

医薬用外劇物

６　RACコード：農薬ラベルの読み方
（RACコード記載例）

●●●
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